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王
寺
駅
直
結
の『
久
度
大
橋
』を

こ
の
た
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け

て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容
は 

①
手

摺
り
の
設
置 

②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器

具
の
設
置 

③
鉄
骨
の
塗
装 

④
塗

床
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容

を
詰
め
込
ん
で
い
ま
す
。　

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
、

王
伸
１
月
号
で
ご
紹
介
し
た
、奈

良
県
立
大
学
連
携
事
業『
し
あ
わ

せ
の
王
寺
計
画
』か
ら
の
提
案
内

容
を
採
用
し
、鉄
骨
部
や
床
面
の

彩
色
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、王
寺
駅
か
ら
達
磨
寺

へ
の
導
線
の
起
点
と
し
て
、床
に

は
雪
丸
の
足
跡
、壁
面
に
は
雪
丸

の
雄
姿
が
描
か
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
安
全
で

使
い
や
す
く
、そ
し
て
ち
ょ
っ
と

カ
ワ
イ
イ
、そ
ん
な
久
度
大
橋
の

誕
生
を
ご
期
待
下
さ
い
。

　

工
事
は
、２
月
か
ら
着
工
し
て

お
り
、３
月
末
に
は
完
成
予
定
で

す
。現
在
は
、通
路
の
幅
が
普
段

の
半
分
に
な
り
、通
行
さ
れ
る
み

な
さ
ん
に
は
非
常
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、今
し

ば
ら
く
ご
辛
抱
い
た
だ
き
、ご
協

力
く
だ
さ
い
。

BEFORE（今までの久度大橋）

AFTER（完成イメージ図）

久度大橋が
　　　リニューアル
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お
問
い
合
わ
せ
は　

福
祉
介
護
課

　
　
　
　
　

福
祉
係（
内
線
１
３
８
）

高
齢
者
福
祉
施
策
の

見
直
し
に
つ
い
て

タ
ク
シ
ー
運
賃
補
助

新
制
度
開
始
！

　

み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
全

国
的
に
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で

お
り
、
王
寺
町
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
は
「
バ
ス
運
賃
補

助
事
業
」「
Ｊ
Ｒ
運
賃
補
助
事
業
」

「
入
浴
補
助
事
業
」
の
３
つ
の
事
業

で
約
５
８
０
０
万
円
の
費
用
が
か

か
り
ま
し
た
。

　

70
歳
以
上
の
人
口
推
移
か
ら
、

10
年
後
に
は
約
８
５
０
０
万
円
も

の
事
業
費
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

高
齢
化
と
と
も
に
少
子
化
も
進

ん
で
お
り
、こ
れ
か
ら
若
者
へ
の

負
担
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。制
度
と
し
て
の
公
平

性
・
公
正
さ
の
確
保
と
と
も
に
、受

益
者
負
担
を
導
入
す
る
こ
と
で
高

齢
者
福
祉
施
策
を
長
く
持
続
し
て

い
く
た
め
に
、住
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
見
直
し
案
に
つ
い
て

　

は
３
月
議
会
に
て
提
案
し
ま
す
。

王
寺
町
で
は
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に「
バ
ス
運
賃
補
助
事
業
」

 「
Ｊ
Ｒ
運
賃
補
助
事
業
」「
入
浴
補
助
事
業
」と
い
う

３
つ
の
事
業
を
全
額
公
費
負
担
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

駅
や
バ
ス
停
ま
で
歩
く
こ
と

が
困
難
な
方
な
ど
き
め
細
か
な

施
策
と
し
て
、バ
ス
カ
ー
ド
、イ

コ
カ
カ
ー
ド
に
加
え
、タ
ク
シ
ー

運
賃
補
助
を
開
始
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、高
齢
者
タ

ク
シ
ー
優
待
券
８
０
０
０
円（
４

０
０
円
×
20
枚
）が
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。手
続
き
に
つ

い
て
は
同
日
発
行
の

週
報
王
寺
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

現状の高齢者外出支援制度を続けた
場合の現在の支出と１０年後の比較

現在（平成２４年度決算）

１０年後（推定）

現行（平成25年度）
8,000円分のイコカカード

改正案（段階的に廃止）
平成26年度は５,０００円に
平成27年度に廃止予定

現行（平成25年度）
高齢者無料バスカード

改正案（平成26年度以降）
利用者の一部負担を導入
バス利用１回につき100円

＋２,７００万円

・ 本人確認ができない（本人以外の使
用、他人への譲渡）

・ コンビニや自動販売機で買い物がで
きる（外出支援の目的から外れる）

ＪＲの
乗車カード（イコカ） 優待乗車バスカード

10
年
後
、70
歳
以
上
の

高
齢
者
推
計
人
口
は

現
在
の
１・４
６
倍
に

　

限
ら
れ
た
財
源
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
配
分
す
る
た
め
に
も
、
制
度
の

見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

王
寺
町
で
は
平
成
26
年
度
よ
り
、

下
記
の
よ
う
に
高
齢
者
福
祉
施
策

の
改
正
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
入
浴
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
入
浴
料
１
回

４
２
０
円
の
う
ち
、
１
０
０
円
の
自
己
負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」、「
老
人
憩
の
家
（
片
岡
の
家
）」
の
浴
場

利
用
に
つ
い
て
も
利
用
１
回
約
４
０
０
円
の
経
費
が
か
か
っ
て
お

り
、
１
０
０
円
の
入
浴
料
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

手
遅
れ
に
な
る
前
に

制
度
の
見
直
し
を

高
齢
者
の
外
出
支
援
、交
流
の
機
会
の
確
保
を
目
的
に
、

入
浴
補
助
事
業
も
１
回
１
０
０
円
の
負
担
案

約５,８００万円

約8,5００万円

問題点
・ 利用の上限がない（最高 年間３７万
円を超える利用者がある）

・ 上限を設けるためにはシステム変更
に約３,０００万円の費用がかかる。

問題点
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申込対象者

申 込 方 法

申込締切日

申 込 先

往復はがきの記載例

王寺町内在住・在勤者

往復はがきに、①受講を希望する教室名　②郵便番号　③住所　④氏名
⑤年齢　⑥性別　⑦電話番号を明記の上、下記申込先までお申込み下さい。

3月24日（月）　※締切日当日消印有効

受講を希望する教室・講座の各公民館

教室は原則として5月から始まります。
・ 往復はがきは、1教室に１人１枚とします。 
・ 電話・FAX・窓口でのお申込みは出来ません。  
・ 定員より多くの申込みがあれば、公開抽選します。抽選日は3月27日（木）午前10時から
各公民館で行います。

・ 募集定員の過半数に達しないときは、開設を中止することがあります。
・ 教材費・材料費については、理由にかかわらず返金できませんので、ご了承下さい。
！注意！ハガキの記入はペンかボールペンでお願いします。（消せるボールペン不可）
！注意！過去に一度受講された教室には申込みできません。

公 民 館 名 郵便番号 住  　　所 電 話 番 号
中 央 公 民 館

泉の広場公民館

王 寺 南 公 民 館

王寺町久度 2-17-21

王寺町本町 4-645-1

王寺町畠田 9-1608

636-0003

636-0012

636-0021

0745-32-0261

0745-73-1162

0745-32-5201

（往信表）

往信 （
各
公
民
館
名
）　

行

希
望
す
る
教
室
が
あ
る

公
民
館
の
住
所

記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

（返信裏） （返信表） （往信裏）

返信 受
講
希
望
者
氏
名

連
絡
先
住
所

●受講希望教室名

●郵便番号

●住所

●氏名

●年齢

●性別

●電話番号

募 集 要 項
王寺町公民館学級・教室
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　　　学ぶ楽しさ 再発見！！
平成26年度　王寺町公民館学級・教室生募集

キラリ

●中央公民館開設の教室（中央公民館の教室は地域交流センターで行います。）
教　室　名 学 習 目 標 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 時　間 備　考

募集要項は右のページに掲載しています。

1

2

3

4

5

6

7

8

郷土の歴史・文化を現地
見学しながら探ります。

昼食代
拝観料

悠久の奈良を紐解こう

歴 史 教 室 25名 10一 般
男 女

8:50～
16:30

竹 村  　 隆
5/23・6/20・9/5・9/26
10/10・11/7・11/28
1/23・2/20の各金曜日と
12/17の水曜日

5/9・6/6・7/4・9/5
10/3・10/17・11/7
12/5・1/9・26の各金曜日

5/24（金）・6/21（土）・
7/ 5（土）・9/6（土）・
10/4（土）・11/8（土）

着付けの基礎・さまざまな
結び方を学びます。 要：浴衣

素敵な和装時間

着 付 教 室 20名 10一 般
女 性

9:30～
12:00西 村　美智子

パン作りの基本を学び
ます。

材料費
5,000円
8月は休み
材料・
道具代
10,000円

焼き立てを自宅でも

パン作り教室 16名 10一 般
男 女

9:40～
12:20佐 藤 　 直 子

「ヘタでいい、ヘタがいい」
をモットーに楽しく学び
ます。

はじめてのえてがみ

絵 手 紙 教 室 12名 10一 般
男 女

9:30～
11:30

毎月第4水曜日

毎月第2･4水曜日

●泉の広場公民館開設の教室
教　室　名 学 習 目 標 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 時　間 備　考

1

2

3

4

絵を描く基本を学びます。 教材費
11,000円

表現をたのしもう

絵 画 教 室 15名 10一 般
男 女

9:00～
12:00川 田 　 久 世

食の自立を目指して気軽に
台所に立ちましょう。

芳香療法の基礎と、医学の
知識を学びます。

教材費
8,000円

教材費
1,000円

教材費
8,000円

キッチンの主役はあなた

男の料理教室 12名 10一 般
男 性

9:30～
13:00北浦　真優美

絵の具に慣れ親しみま
しょう。

えがいてまなぶ

子 ど も の
絵 画 教 室
心とからだの健康に

メディカル・アロマ
セラピー基礎教室

15名 10小学生 10:00～
12:00中 野 　 美 穂

15名 10一 般
男 女

10:00～
12:00住 谷 　 彩 衣

●王寺南公民館開設の教室
教　室　名 学 習 目 標 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 時　間 備　考

1

2

3

4

明るく充実した老後を過ご
すために学びます。

充実した生活

シルバー学 級 20名 1065歳以上
男 女

13:00～
14:30

そ の 都 度
変 わ りま す

陶による自由なモノ作りを
学びます。

つちにかえろう

陶 芸 教 室 20名 10一 般
男 女

10:00～
14:30嶋 田 　 健 児 毎月第3水曜日

手作りケーキを楽しみ、生
活を豊かにします。

材料費
6,000円

材料費
1,000円

材料費
8,000円

道具3,000円
材料費陶土
1kgで1,000円

パティシエ入門

ケ ー キ 教 室 20名 10一 般
男 女

9:30～
12:30

長 瀬　由美子 毎月第2金曜日
8月は第5金曜日

園芸の基礎を学び、草花
園芸の楽しみを知りま
しょう。

なごみガ ーデ ンライフ

ガーデニング教室 20名 4一 般
男 女

13:30～
15:30吉 田 　 節 子

5/23・7/25・
11/21・12/19の

各水曜日

とじ、はぎを少なくした編
み物。着易く、編み易く、美
しい模様に表現できます。

5～10月
の教室
8月は休み

無限のデザインを楽しむ

バイアス編教室 15名 10一 般
女 性

9:00～
12:00小 川 　 康 子

デジタルカメラ関連の基
礎・撮影実習・編集まで学
びます。

5～9月
の教室

瞬間を切り取る

デジタルカメラ
写 し 方 教 室

20名 10一 般
男 女

9:30～
12:00伊 賀 　 　 亨 毎月第2･4金曜日

7月は第1･3金曜日

毎月第1金曜日
5月・1月は第2金曜日

毎月第3金曜日
8月は第2金曜日

毎月第3土曜日
8月と12月は第2土曜

毎月第1金曜日
5月は第2金曜日
1月は第3金曜日

毎月第3土曜日
8月と12月は第2土曜

毎月第2水曜日
8月と2月は第1水曜

奈良県の古墳時代を座学・
現地見学で学習します。

6・9月は午前講義
他の月は町外へ
交通費必要

いざ、史跡紀行

考古学入門教室 25名 6一 般
男 女

9:30～
16:00太 田 　 三 喜

心が和むパステル画、スタ
ンプアートの技法を学び
ます。

教材費
6,000円

心地よいアート

パステル＆スタンプ
アート教室

16名 10一 般
男 女

9:30～
11:30

南 　 　 展 代 毎月第3木曜日

　 村　満由美
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　１月２６日（日）、やわらぎ会館イベントホールで、「こころにピアノ♪part２７」が開催されました。今回は、王寺工業高
等学校“The Blue Collars”が、ジャズを中心に親しみやすい演歌やポップスの曲を交えて演奏されました。
高校生らしい元気で熱心な演奏に加え、明るく礼儀正しい姿に、観客からも熱い声援が送られ会場はあたたかい雰
囲気に包まれました。

監 督
コーチ
コーチ

池 内 　 修
山 口 　 巖
平 田 　 治

（体育協会会長）
（体育協会陸上部長）
（体育協会陸上部）

歴代トップクラスの
メンバーで

第９回市町村対抗子ども駅伝大会出場選手

池口　季将
神山　新悟
藤江　　優
八田　紘輝
石田　淳人
吉田　鷹十

6
6
6
6
6
6

6
6
6
6
6
5

王寺北小学校
王寺北小学校
王寺北小学校
王寺北小学校
王寺小学校
王寺小学校

松本 野々花
竹谷　優衣
川口 友暁乃
速水　萌菜
望月　遥香
小出　和果

王寺小学校
王寺小学校
王寺小学校
王寺小学校
王寺北小学校
王寺南小学校

選手名（男子） 学 校 名 学年 選手名（女子） 学 校 名 学年

こころ
に

ピアノ♪

狙うは優勝!

音楽のある
まちづくり

今年の代表選手たち

　第９回市町村対抗子ども駅伝大会が、３月８日（土)、
馬見丘陵公園で開催されます。王寺町から出場する
のは、２８名の候補者の中から選ばれた男女各６名。
大会までの毎週水曜日、約１時間３０分の練習を葛下
川周辺遊歩道で積み重ねてきました。そんな彼らの
実力は、歴代代表ランナーの中でもトップクラス。
優勝も夢ではありません。王寺町を背負い、仲間と共
に全力を尽くす子どもたちに、あたたかいご声援をよ
ろしくお願いします。
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お
問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
介
護
課 

介
護
保
険
係

（
内
線
１
３
３
〜
１
３
６
）

　

王
寺
町
で
は
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、

出
前
講
座
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

少
人
数
か
ら
各
種
団

体
ま
で
、
ご
要
望
に
よ

り
出
前
講
座
を
い
た
し

ま
す
。

（
講
座
の
所
要
時
間
は

　
約
1
時
間
で
す
）

　

2
月
1
日
（
土
）・
2
日
（
日
）、
や

わ
ら
ぎ
会
館
で
「
王
寺
町
文
化
発
表

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
わ
ら
ぎ
会
館
各
階
で
展
示
や
お

茶
席
が
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

４
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
芸
能
発

表
会
で
は
、
琴
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏

な
ど
で
、
会
場
に
来
ら
れ
た
方
々
は
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

『
簡
単
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
で
脳
が
み
る
み
る
若
返
る
！

さ
あ
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
挑
戦
し
、
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

脳
か
ら
元
気
に
!!

王
寺
町 

文
化
発
表
会

答え：問①う（けいこうとう）　問②れ（ほうれんそう）
　 　問③と（とうきょうと）　問④じ（じんぎすかん）

例

問①

くるくるたんご

け い

と

★ こ

う

問②
ほ う

そ

う ★

ん

問③
と う

う

★ き

ょ

問④
★ ん

か

ん ぎ

す

ご く
★

く
る

た

ん
　ある単語が円の中に書かれています。
どの位置から開始するかを考えながら
右回りに答えてください。例えば左の
例は「くるくるたんご」という単語が書
かれています。一番上の「く」からスター
トし、右回りに読むと★に「る」が隠れ
ていることが分かります。 

出
前
講
座

   

実
施
中！

足して漢字
漢字を構成している部分がバラバラになっています。
組み立てて、正しい漢字を完成させてください。　

例題

車　＋　又　＋　土　＝

① 一　＋　木　＝ 　□
② 言　＋　刃　＋　心　＝ 　□
③ 肖　＋　シ　＝ 　□
④ 心　＋　目　＋　木　＝ 　□
⑤ 人　＋　口　＋　木　＝ 　□
⑥ 女　＋　西　＝ 　□

軽

［答え］ ①本 ②認 ③消 ④想 ⑤保 ⑥要
▲あいさつをする平井町長 ▲たくさんの方々が来られました

▲作品に思わず見入る雪丸 ▲力作・名作ぞろいでした ▲子どもたちによる書道作品

王寺町在宅介護支援センター
「ハートランドしぎさん」1 ３３‐５０５０
大和園王寺在宅介護支援センター
　　　　　　　　　　　　　　 1 ７２‐８５８０
  （いずれも王寺町委託）
連絡は、２４時間３６５日可能です。

【高齢者相談窓口】
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王寺町十二月は「Hands-onすこやか親子21」
第2次王寺町母子保健計画で立ち上がった、住民
メンバー主体のボランティアグループの１つです。

2014.3 王伸

　

平
成
２６
年
２
月
６
日（
木
）や
わ

ら
ぎ
会
館
で
学
校
・
地
域
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
発
表
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
と
共
に
あ

る
学
校
づ
く
り
、学
校
を
ベ
ー
ス

と
し
た
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を

目
的
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
社

会
性
、規
範
意
識
、体
力
、運
動
能

力
の
向
上
を
め
ざ
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

発
表
会
は
、日
頃
の
各
学
校
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
て
い

た
だ
き
、他
の
学
校
の
取
り
組
み

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
な
ど
学

校
間
の
交
流
を
目
的
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

発
表
会
で
は
、各
学
校
で
お
手

伝
い
い
た
だ
い
て
い
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
な
ど
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

質
疑
応
答
を
交
え
な
が
ら
、活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

独
自
の
取
り
組
み
や
成
果
、こ
れ

か
ら
の
課
題
な
ど
の
発
表
に
、み
な

さ
ん
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
学
校
、家
庭
及
び
地
域

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自

覚
し
、地
域
全
体
で
教
育
に
取
り

組
む
体
制
づ
く
り
を
め
ざ
し
、学

校
・
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。こ
れ
ま
で

の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

町内５小・中学校で実施された学校・地域パートナーシップ事業。
その様子を５回にわたり、クローズアップしてきた、このコーナー。
今回で最終回です！

地域のちから 最終回

▲この事業を通して子どもたちは、いろいろなことを
　体験してできるようになっています。

▲ボランティアとして楽しみながら部活動の指導を
　しています。生徒たちの体力向上につながればと
　思っています。

学校・地域パートナーシップ事業発表会学校・地域パートナーシップ事業発表会　　分の日を中心に前後3日間の7
日間を『春の彼岸』と言います。
　彼岸とは現世を此岸というのに対
して極楽浄土（あの世）をさした、仏教
的な行事のひとつです。お花や線香
を持って墓に行き、墓石をきれいに
洗ったり寺院で行う法要に参加した
り、家庭では仏壇を掃除して新しい水
とお花を供え、灯明をともし、線香を
あげて拝みご先祖様
の霊を慰めます。

　また、春はぼたもち、秋はおはぎや
彼岸だんごを供えます。（牡丹餅・お
萩は同じ物ですが、その時期に咲く花
を模してその様に呼ばれる様になっ
たとか･･･）
　お墓参りの作法としては、墓石・墓
地の掃除をして、線香とお花を供え
た後、故人と縁の深い順に手桶の水
を墓石に満遍なく掛け拝みます。
　水をかけるのは仏の喉を潤すため
と言われています。神式の墓参りは
線香と花はあげず、榊を立てて拝み
ます。キリスト教式の場合は花だけを
あげて拝みます。
　『暑さ寒さも彼岸まで』という諺が
あります。明治初年の神仏分離以来、
皇霊祭として春秋2回、国の祝日に
なっていました。それが春分の日、秋
分の日と改められたのは第二次世界
大戦後の事、祖先を敬い、墓にお参り
するという主旨は皇霊祭と呼ばれた
時から引き継がれているものです。
　新年の行事で気持ちを新たにし、
子どものお祝いは成長の節目を、大
人のお祝いは人間関係を潤滑にし、
季節の行事は日々の生活を楽しむゆ
とりで送りたいものです。　

『弥生3月、お彼岸さん』
やよい

ことわざ

子育てボランティア

今月のコラム

おう    じ     まち   じゅう   に      つき 

「 」

春



王伸 2014.3王伸9

　

今
回
退
任
さ
れ
ま
し
た
自
治
会
長

に
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
町
と
自
治
会
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
会
長
共
々
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

古

寺

清
川
弐
番
館

池

の

原

中

村

井

戸

清
川
五
番
館

天

吹

藤

井

グ
ラ
ン
デ
ー
ジ
王
寺

王
寺
１
丁
目

舟
戸
２
丁
目

葛
下
１
丁
目

阪

奈

小

黒

緑

ヶ

丘

美

し

ヶ

丘

泉
　

ヶ
　

丘

つ

く

し

福
島  

亥
三
男

石
水　

絢
子

池
川　
　

巖

松
川  

明
廣

西
本  

好
九

辻　
　

英
之

山
形  

敏
雄

池
内  

正
俊

髙
松  

和
德

堀
尾  

剛
彦

幡
野  

利
雄

小
林  

和
之

中
川　
　

勇

芳
川  

雅
昭

三
木　
　

亀

森　
　

俊
一
郎

桒
嶋  

賴
夫

宗
　

 
 

孝

退
任
自
治
会
長
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平成26年の自治会長が決まりました平成26年の自治会長が決まりました
自 治 会 自 治 会 長 自 治 会 自 治 会 長

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

連 合 会 長

東 御 幸

東 王 塚

御 幸

在 原

多 聞

玉 井

堀 之 内

小 松

古 寺

み そ の

花 山

清 川 弐 番 館

り ー べ る 王 寺

天 　 　 平 　 　 台

青 松 園

向 ヶ 丘

桃 山

池 の 原

白 　 　 　 　 　 瓜

中 村

井 戸

門 前

張 井

張 井 北 町

清 川 五 番 館

天 吹

片 岡 山 荘

藤 井

大 峯

大 田 口

グランデージ王寺

神 前 橋

王寺スカイヒルズ

王 寺 １ 丁 目

舟 戸 ２ 丁 目

舟 戸 山

舟 戸

舟 戸 西

葛 下 １ 丁 目

イトーピア葛下台

南 駅 前

阪 奈

か つ ら ぎ

小 黒

送 迎

緑 ヶ 丘

山 上

美 し ヶ 丘

泉 ヶ 丘

つ く し

さ く ら

フォレストフィール畠田

山 田　眞 誠

山 科　克 巳

吉 村　仁 雄

植 田　博 光

吉 田　雅 紀

桝 谷　徹 雄

井 手　雅 寛

植　 嶋　平 一 郎

續 田　正 行

橋 本　勤 三

川 中　泰 存

山 田　芳 男

辰 己　賢 一

伊　 藤　由 紀 子

光 安　明 彦

藤 本　忠 司

池 田　義 人

土 谷　清 彦

木 下 　  　 剛

浅 井　秀 樹

植 田　得 實

荒 井　隆 昭

安 井　克 明

池 野　良 昭

柳 谷 　  　 剛

直 鳥　誉 士

（敬称略・順不同）

井 村　知 次

孤 杉　俊 治

土　肥　三 枝 子

奈 良　璋 一

大 西　偉 之

堀 内　道 男

吉 川　則 夫

惠 木　健 一

寺 田　善 紀

安 川　正 人

巽 　    勇 吉

槌　 屋　喜 久 夫

髙 橋　理 香

山 本　恵 美

井 村　知 次

柳 瀬　隆 彦

水 谷　賢 次

石 川　良 一

　 　 彰

土 谷　正 孝

井 上　雅 行

西 川　雅 雄

古 田　英 機

吉 田　進 亮

仲 窪　宏 之

木 村　松 美

畑 井　幸 二
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平
成
２６
年
４
月
か
ら
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
日

ご
ろ
、み
な
さ
ん
か
ら
よ
せ
ら
れ
る
「
ご
み
」

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
つ
い
て
、

お
答
え
し
ま
す
。

　
　

 

不
燃
ご
み
で
出
す
か
ど
う
か
は
、
以
下

の
２
点
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・ 

小
型
家
電
製
品
、
金
属
類
、
玩
具
類
、
小

　

型
日
用
品
な
ど
の
も
の
で
あ
る
こ
と

 

・ 

１
ｍ
未
満
の
大
き
さ
で
あ
る
こ
と

　

主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
判
断
に
迷
う
と

き
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ＱA ●
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

不
燃
ご
み
の
区
別
の

基
準
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

　
　

 

カ
ン
類
や
ビ
ン
類
は
、
分
別
回
収
を
し

て
い
ま
す
が
、
洗
浄
で
き
な
い
汚
れ
の
つ
い

た
も
の
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
さ
な
い
た
め
、

「
不
燃
ご
み
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱA
カ
ン
や
ビ
ン
で
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

　
　

 

回
収
し
た
ビ
ン
類
は
処
理
業
者
へ
引
き

渡
さ
れ
、
手
選
別
さ
れ
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
に

適
さ
な
い
も
の
は
、
不
燃
ご
み
と
な
り
ま
す
。

選
別
さ
れ
た
も
の
は
、
状
態
に
合
わ
せ
て
ガ

ラ
ス
原
料
や
建
設
資
材
と
し
て
、
再
利
用
さ

れ
ま
す
。

ＱA
ビ
ン
類
や
陶
器
も
回
収
し
て
い
ま
す

が
、ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

　
　

 

必
ず
使
い
切
る
か
、
中
身
を
出
し
き
っ

て
か
ら
穴
を
開
け
て
「
カ
ン
類
」
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ガ
ス
が
残
っ

て
い
る
と
、
収
集
車
で

火
災
が
起
こ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

ＱA
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ボ
ン
ベ
や

ス
プ
レ
ー
缶
は
、ど
の
よ
う
に
出
せ
ば

い
い
で
す
か
？

　
　

 

新
聞
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
以
外

の
紙
類
は
「
ざ
つ
紙
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
そ

ろ
え
て
ヒ
モ
な
ど
で
し
ば
っ
て
「
雑
誌
」
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
（
後
述

「
ち
ょ
っ
と
補
足
」参
照
）や
異
物（
ビ
ニ
ー
ル
、

金
属
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
）
が
混
入
す
る
と
リ

サ
イ
ク
ル
に
適
さ
な
い
た
め
、
回
収
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
、
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

ＱA
デ
パ
ー
ト
の
紙
袋
や
包
装
紙
は
ど
の

よ
う
に
出
せ
ば
い
い
で
す
か
？

　
　

 

自
転
車
は「
粗
大
ご
み
」に
な
り
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
収
集
は
、
す
べ
て
申
込
み
が
必

要
で
す
。
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
等
で
出
し
方
を

確
認
し
て
、
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
２０
イ
ン
チ
以
下
の
子
供
用
自
転
車
や
折

り
た
た
み
自
転
車
は
「
不
燃
ご
み
」
に
な

り
ま
す
。）

ＱA
自
転
車
の
捨
て
方
を
教
え
て
！

ご
み
の
お
悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
！

ご
み 
の
な
ん
で
も 

Ｑ
＆
Ａ

ちょっと補足　　　

  

● 

刃
物
の
な
ど
の
危
険
物
は
、紙
に
つ

　

つ
ん
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  

● 

可
燃
物
と
不
燃
物
の
両
方
の
材
質

　

で
で
き
て
い
る
も
の
は
、分
け
て
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

ちょっと補足　　　
　

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、分
別

時
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
異
物

（
金
属
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
）が
混
入

し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ちょっと補足　　　

  

● 

カ
ン
に
穴
を
あ
け
る
際
は
、必
ず

　

火
の
気
の
な
い
風
通
し
の
良
い
場

　

所
で
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

  

● 

ま
た
穴
を
あ
け
る
に
は
、怪
我
に

　

注
意
し
て
、安
全
に
お
願
い
し

　

ま
す
。

ちょっと補足　　　
〈
雑
誌
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
〉

　

ビ
ニ
ー
ル
加
工
紙（
紙
の
よ
う
に

や
ぶ
れ
な
い
も
の
）、感
熱
紙（
フ
ァ

ッ
ク
ス
用
紙
、レ
シ
ー
ト
な
ど
）、カ

ー
ボ
ン
紙
類（
複
写
用
紙
、宅
配
便
の

複
写
伝
票
な
ど
）、写
真（
写
真
プ
リ
ン
ト

用
紙
も
含
む
）、圧
着
ハ
ガ
キ（
貼
り
合
わ

せ
に
な
っ
て
い
る
ハ
ガ
キ
）、金
な
ど
が

箔
押
し
さ
れ
た
紙
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ア

ル
ミ
な
ど
貼
り
合
わ
せ
た
複
合
素
材
の

紙
、に
お
い
の
つ
い
た
紙（
石
鹸
、洗
剤
の

包
装
材
、線
香
の
箱
な
ど
）、そ
の
他
製
紙

原
料
以
外
が
含
ま
れ
る
も
の

　

こ
れ
ら
の
も
の
は
、「
可
燃
ご
み
」で

出
し
て
く
だ
さ
い
。
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お
問
い
合
わ
せ
は
、

   

住
民
課 

清
掃
事
務
所 

（
73
ー 

2
5
1
8
）ま
で

●
収
集
状
況
に
つ
い
て

●
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て

　
　

 

通
常
、
収
集
は
同
じ
ル
ー
ト
・
同
じ
体

制
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
量
、
交
通
事

情
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ＱA
収
集
の
時
間
が
い
つ
も
よ
り
遅
い
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
？

　
　

 

カ
ラ
ス
被
害
防
止
に
効
果
的
で
あ
る
具

体
的
な
方
法
は
、
以
下
の
三
点
で
す
。

 

●  

ご
み
が
は
み
出
さ
な
い
大
き
め
の
ネ
ッ
ト

　

を
使
う

 

●  

網
目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト
を
使
う

 

●  

ネ
ッ
ト
が
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
重

　

し
を
つ
け
る

　

以
上
の
よ
う
に
、
カ
ラ
ス
に
ご
み
を
見

せ
な
い
、
触
れ
さ

せ
な
い
よ
う
に

ネ
ッ
ト
を
使
う
こ

と
、
ま
た
固
定
式

の
覆
い
等
を
用
い

る
こ
と
で
、
あ
る

程
度
防
止
効
果
は

上
が
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
完
全
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
ご
み
集
積
所
の

状
況
や
周
辺
環
境
は
多
様
で
あ
り
、
す
べ

て
の
集
積
所
で
同
じ
よ
う
な
被
害
防
止
策

を
と
れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
や
は
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
積
所

に
適
し
た
防
止
方
法
を
、
保
ち
続
け
る
た

め
に
は
、
住
民
同
士
の
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
一
人
ひ
と
り
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
る
姿
勢
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
住
民
の
み
な
さ
ま
の
お

力
が
不
可
欠
で
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
の
程
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ＱA
カ
ラ
ス
被
害
防
止
の
効
果
的
な
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

不
用
品

　
　

 
灯
油
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
容
器
は
、

１
ｍ
を
超
え
な
い
燃
や
せ
る
ご
み
の
た
め
、

「
可
燃
ご
み
」で
す
。

中
味
を
カ
ラ
に
し

た
状
態
で
、「
可

燃
ご
み
」
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ＱA
灯
油
の
ポ
リ
容
器
は
何
の
ご
み
？

　
　

 

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
収
集
時
間

に
つ
い
て
は
朝
８
時
か
ら
各
車
両
が
収
集

を
開
始
し
、
少
し
で
も
早
く
収
集
を
完
了

す
る
た
め
、
効
率
的
な
ル
ー
ト
で
回
っ
て

い
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
を
優
先
的
に
回
収
し
て
い

ま
す
が
、
町
内
全
域
を
同
じ
時
間
に
収

集
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
安
全

安
心
な
収
集
を
こ

こ
ろ
が
け
、
効
率

化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

ご
理
解
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

ＱA
私
の
地
域
の
収
集
時
間
を
も
う
少
し

早
く
で
き
ま
せ
ん
か
？

ちょっと補足　　　
　

同
じ
よ
う
に「
ご
み
ポ
リ
容
器
」

「
押
入
れ
プ
ラ
ケ
ー
ス
」な
ど
も
、「
可

燃
ご
み
」で

す
。

　

た
だ
し
、

ご
み
容
器
は
使

用
中
の
も
の
か
、

廃
棄
さ
れ
た
も

の
か
、区
別
し
に

く
い
た
め「
不

用
品
」な
ど
の

明
記
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、押
入
れ
ケ
ー
ス
な
ど
を
複
数
個
、

捨
て
る
場
合
は
収
集
の
都
合
上
、事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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カルチャーサロンカルチャーサロンカルチャーサロン

　このコーナーでは、王寺町に関するさまざまな時代の歴史をみなさんと
一緒に巡っていきます。

思いつくまま、歴史の旅

明神山のお伊勢さん
　　　  －送迎太神宮－

第10回

　毎日ウォーキングで明神山に登って
いるという方もいらっしゃると思いま
す。かつて明神山の山頂には、今、お祀
りされている水神社とは別の神社が建
てられていたことがありました。

　江戸時代、数十万もの人々がこぞって伊勢神宮にお参りする現象が約60年
ごとに発生しました。それは、伊勢神宮までの道すがら、寝床や食事を沿道の
人たちから接待してもらえ、伊勢参りができるのは神様のおかげだという意
味で「おかげ参り」と呼ばれます。
　文政13年（1830）３月、阿波国（徳島県）から「おかげ参り」が起こりはじめ
ると、明神山にもお参りする人が出てきました。それは、明神山にお札が降っ
たためで、そこを「元伊勢」と呼んで「送迎太神宮」という神社が建てられるこ
とになりました。

▲明神山の水神社

▲和州送迎太神宮之図

みょう じん やま

すい じん じゃ

い   せ   じん ぐう

ね  どこ

せっ たい

ぶん せい あわの くに

みょうじんやま ご   ほん

とうろう

はたけ だ    むら ちゃ  や

とり いのぼりぐう

わ しゅう  ひる め だいじんぐう の　ず

もと い   せ ひるめ だいじんぐう

ひ

るめだいじんぐう

ぐう こおりやまはん

こう たい じん

みょう じん   やま

明神山にお札が降った

　江戸時代に描かれた「和州送迎太神宮之図」では、明神山の山頂に「御本
宮」の幟が立ち、お参りする人のようすが確認できます。また、周辺に鳥居や
灯籠が奉納され、山頂からは大
阪湾に浮かぶ船も見渡せたよう
です。畠田村には茶屋などもで
き、たくさんの人でにぎわった「送
迎太神宮」でしたが、わずか１年
もたたないうちに「ニセの皇太神
宮」だということで、郡山藩によっ
て取り払われてしまいました。こ
のため、今の山頂では、その痕跡
さえもうかがうことができません。

ひ る め  だい   じん    ぐう

送迎太神宮のにぎわい

ひ る め だい じん ぐう

FM81.4（ハイホー）で王寺の歴史を紹介！
毎週火曜日 午前10時30分～45分「ふるさと歴史 彩発見【王寺編】」放送中

　現在、明神山自然の森公園の豊
かな自然とそこからの眺望を楽し
める空間づくりとして、山頂周辺
の雑木等の剪定・間伐作業を進め
ています。
　この展望台からは、快晴時には
若草山や明石海峡大橋が望めます。
　また、今回の工事では、山頂のサ
ツキの群生に加え、ミヤマキリシ
マ（ツツジ系）を新たに植樹します。
訪れる方々が四季折々の彩りを楽
しむことができる、そんな明神山
になるよう工事を進め、三月末に
は完了予定です。広くなった眺望
を見るため、みなさんもぜひ明神
山に登ってみてください。
※写真はイメージです。また剪定・間伐
作業計画は変更になることがあります。

　現在の畠田駅では改札を出てす
ぐのところで、花壇に植えられた
きれいなパンジーやビオラ、そし
て雪丸のかわいらしいライティン
グが乗降客や地元の方々を出迎え
ます。心温まる「おもてなし空間」
を作るため、王寺町福祉作業所ポ
エムのみなさんには、花を植えて
いただきました。みなさんも畠田
駅をご利用の際は、ぜひご覧くだ
さい。

明神山
眺望整備工事が

すすんでいます！

明神山
眺望整備工事が

すすんでいます！

畠田駅の光と花♪畠田駅の光と花♪

たとえば点線部分の樹木がカットされます
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●火・水・木・金曜日

印は休館日です

10:00～19:00

●土・日曜日・祝日 10:00～17:00

図書館ホームページアドレス
http://www.library.oji.nara.jp/

TEL:0745-73-3398
FAX:0745-31-5123

小説・エッセイ 趣味・実用書 歴史・社会・その他

え　ほ　ん ものがたり ち　し　き

おすすめ新着図書

3月
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25
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12
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26
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28

火 水 木 金 土日 月

23
30
24
31

4月

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14
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28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

火 水 木 金 土日 月 ご利用時間

ご利用案内

　寂れた地方競馬の厩
舎に配属された新人騎手
の瑞穂。彼女の真摯な姿
勢と懸命の努力で、厩舎
の人々の心は徐々にひと
つになっていく…。地方競
馬を舞台に繰り広げられ
る、はみだし者達の熱い
闘いと優しい愛の物語。

　「圧倒的な映像」「手
練れの職人」「余生を振
り返る」って何か変?  
日々、言葉と格闘してい
る新潮社校閲部の部長
が、奥深い日本語の世界
を案内する。

『風の向こうへ駆け抜けろ』 古内一絵：著

『ひとりでおとまりしたよるに』
    ヘレン・クレイグ：絵　フィリパ・ピアス：文

『世界の不思議な野菜
  これって食べられるの!?驚きの姿のひみつ』
     　　　　　　　　湯浅浩史：著

『とまどい本能寺の変』 岩井三四二：著
『ターミナルタウン』  　 三崎亜記：著
『特命指揮官警視庁捜査二課・郷間彩香』 梶永正史：著
『彼が通る不思議なコースを私も』 白石一文：著
『翔ぶ少女』 　原田マハ：著
『一千兆円の身代金』   八木圭一：著
『トラップ』 　相場英雄：著
『人生のお福分け』 　　　清川妙：著
『それでも、私は憎まないあるガザの医師が払った
  平和への代償』 イゼルディン・アブエライシュ：著

『貼ってはがせる壁紙で自分好みの
  部屋づくり 賃貸でもＯＫ！』
　　　　　　　　 壁紙屋本舗：監修

『ハーバード白熱教室世界の人たちと
  正義の話をしよう＋東北大特別授業』
　　　　　     マイケル・サンデル：著

『知識ゼロからの書道あそび文字入門』
　　　　　　　　 　　武田双雲：著

『切手女子のかわいい収集ＢＯＯＫ
  集める!飾る!眺める！』 　　   ばばちえ：著

『その日本語、ヨロシイですか？』
 　　　　　　　　 井上孝夫：絵・文

おりがみを楽しもう

旅 行 記

桜名所めぐり

天気に関する本

　秀吉・家康が最も恐れ
た男は「インテリジェンス(情
報戦略)の達人」か? 「裏切
らない情の人」か? 最強の
軍師・黒田官兵衛がなぜ
今注目されるのかを、官兵
衛の持つ今日的意味合い
を意識しながら述べる。

『日本に今一番必要な男黒田官兵衛』
　　　　　　 　　　　原口泉：著

『御装束神宝 伊勢の神宮』南里空海：著

『増税社会を生き抜くたった１つの方法
　消費増税後から変わる日本経済』小宮一慶：著
『明治・大正のかわいい着物モスリン
     メルヘン＆ロマンティックな模様を楽しむ』
　　　　   　　　　   似内惠子：著
『本当はひどかった昔の日本
  　　　 古典文学で知るしたたかな日本人』
　　　　   　　　　 大塚ひかり：著
『運命の子 トリソミー　短命という定めの
　　　　　 男の子を授かった家族の物語』
　　　　   　　　　 松永正訓：著

図書館
『今月の特集』 コーナー
図書館
『今月の特集』 コーナー図書館の

イベント 3月 16日 (日) 　 14:00～
4月 6日 (日) 　 14:00～

にこにこ(3歳以上向け)

3月 23日 (日) 　 14:00～
きらきら(６歳以上向け)

4月  1 日 (火) 　10:30～
ぴよぴよ(1・2歳向け)
3月 25日 (火) 　10:30～

絵本の部屋
（プレママ・プレパパ・０歳児）

　オリバーは10歳の男
の子。冒険家の両親に
育てられ、いつもめまぐ
るしく刺激的な生活を
送っていた。ところがあ
る時、両親が名前もない
島と一緒に消えてしまっ
て…。オリバーの本当の
冒険がはじまる!

　ＵＦＯカボチャ、ス
ズメナス、バナナの花、
舌がしびれる野菜、毒
抜きする野菜など、著
者が世界中で出会っ
た珍しい野菜の姿や
育ち方、味などを、ビ
ジュアルとともに解説。

　エイミーはおばあ
ちゃんのうちに、は
じめてひとりでおと
まりに行った。大事
な「たからもの」3つ
をかばんに入れて。
夜になってさみしくなったエイミーは、ひと
つめのたからもの、小さなマットを取り出
して…。

『 オリバーとさまよい島の冒険』　　
 フィリップ・リーヴ：作　セアラ・マッキンタイヤ：絵

読み聞かせ
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清 掃 分 庁 舎  tel 73-2518 fax 73-2518
泉の広場公民館  tel 73-1162 fax 73-1162

王 寺 ア リ ー ナ  
文化福祉センター 
老人憩いの家片岡の家 
 

 tel 72-1033 fax 72-1033
 tel 32-5201 fax 73-6333  
 tel 72-6602 fax 72-6602  
 

や わ ら ぎ 会 館  
図  書  館  
 

シルバー人材センター 
 tel 31-5555 fax 72-9588

教育委員会事務局   tel 72-1031 fax 72-9588
 

 tel 73-3398 fax 31-5123  tel 72-1018 fax 72-1016
お知らせコーナー

王
寺
町
文
化
協
会

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
部
会

花
岡
百
合
子

月
影
の

中
に
漂
う　

梅
の
香
の

凜
と
旬
へ
り　

淋
し
き
迄
に

小
島
彩
起
子

霜
の
朝

椿
の
花
は　

今
年
ま
た

赤
く
咲
き
た
り　

冴
え
て
春
待
つ

芝
池
小
夜
子

ほ
つ
ほ
つ
と

梅
の
花
芽
の
つ
き
初
め
て

秀
に
小
雀
の　

群
れ
て
騒
げ
る

宮
町
よ
り
子

財
産
と
思
え
ば
軽
い
老
介
護木

嶋　

盛
隆

芯
ず
れ
て
回
り
始
め
た
夫
婦
ゴ
マ

小
林　

和
之

一
本
の
ペ
ン
で
己
を
切
り
刻
む

来
田
甚
之
市

仕
来
た
り
を
守
る
日
本
の
美
を
守
る

秋
山
喜
太
郎

に
ん
げ
ん
に
警
鐘
乱
打
す
る
自
然

福
西　

禮
子

心
眼
で
き
っ
と
見
つ
け
る
青
い
鳥

井
仲　

泰
生

ま
た
一
歩
浄
土
へ
跨
ぐ
一
里
塚

太
平
美
津
子

霜
降
り
し
日
は

草
引
き
も
易
か
ら
ぬ

ぬ
く
ぬ
く
姿
で　

庭
に
出
て
来
ぬ

中
川　

慶
子

鴨
た
ち
の

姿
川
面
に　

消
え
て
い
る

何
時
の
間
に
や
ら　

季
移
り
し
か

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
を
す
る
通
信
販

売
で
、前
払
い
を
し
た
場
合
の
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増

し
て
い
ま
す
。全
国
の
消
費
者
相
談
の
件
数
は
、

25
年
度
は
、前
年
の
６
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
20
歳
代
か

ら
40
歳
代
が
相
談
の
8
割
を
占
め
て
ま
す
。

　

相
談
者
の
振
込
先
は
、都
市
銀
行
で
、名
義
人
は
外
国
人
と

思
わ
れ
る
個
人
名
で
し
た
。前
払
い
し
て
し
ま
う
と
、代
金
は

す
で
に
業
者
側
に
あ
る
の
で
、返
金
さ
せ
る
こ
と
は
か
な
り
困

難
で
す
。

　

ま
た
、サ
イ
ト
に
は
、業
者
の
住
所
や
電
話
番
号
の
表
記
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。連
絡
先
が
不
明
な
の
で
、交
渉
す
る
こ

と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
の
特
徴
と

し
て
は
、サ
イ
ト
や
連
絡
メ
ー
ル
の
日
本
語
が
不
自
然
で
、漢

字
が
旧
字
体
や
な
じ
み
の
な
い
活
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

振
り
込
ん
で
し
ま
い
、商
品
が
届
か
な
か
っ
た
り
、コ
ピ
ー
商

品
が
届
い
た
り
し
た
場
合
は
、代
金
を
振
り
込
ん
だ
銀
行
と
警

察
に
す
ぐ
に
状
況
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

リ
ス
ク
の
大
き
い「
前
払
い
」を
し
て
ま
で
、契
約
す
る
べ
き

か
、よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

お
う
じ
消
費
生
活
相
談
室

毎
週　

月
・
木
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

役
場
１
階　

消
費
相
談
室

　
　
　

☎
73

－

２
０
０
１　

（
内
線
５
１
６
）

消
費
生
活
相
談
・
開
設
日

ＱA

と

ブ
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
、
安
く
売
っ
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

サ
イ
ト
を
み
つ
け
、
申
し
込
ん
だ
。
代
金
を
指

定
さ
れ
た
銀
行
口
座
に
前
払
い
で
振
り
込
ん
だ
。
そ
の
翌

日
、
店
の
サ
イ
ト
は
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
商
品
も
届
か
な
い
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
？

塩
川　

雄
三

薄
氷
に
雲
を
映
し
て
動
き
け
り

中
山　

富
子

朝
市
の
道
に
横
た
ふ
能
登
の
鰤

井
ノ
上
久
雄

鴨
寄
り
て
帰
る
支
度
を
談
合
す

大
谷　

峯
雄

山
麓
に
双
塔
抱
き
山
眠
る

　

宮
村　
　

操

春
寒
や
閉
ざ
せ
し
儘
の
観
覧
車

森
川　
　

翠

寒
風
の
膚
に
つ
ん
つ
ん
つ
き
さ
さ
る

堀
上　

慶
子

年
の
豆
か
ぞ
え
る
毎
に
数
た
が
ふ
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王 寺 町 役 場  
上 下 水 道 課 

 
 

 tel 73-2001 fax 32-6447
 tel 73-2568 fax 32-0620
 
 

地域交流センター 
保 健 セ ン タ ー  
中 央 公 民 館
 

 tel 33-3000 fax 33-3001
 tel 33-5000 fax 33-5001
 tel 32-0261 fax 31-3555
 

お知らせ
コーナー

王寺町善意銀行  

【社会福祉協議会へ】

寄せられた寄附は、地域福祉事業に
有効に活用いたします。

ご寄附いただき
　　　　ありがとうございました

善意のご寄附

◎上山孝子様 から
　　        …………… 5,000円
◎王寺町文化協会　民踊部長
　木島泰子様 から
　　        ………… 12,250円

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、赤
十
字
の
精
神
で
あ
る「
苦

し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、平

成
２３
年
の
東
日
本
大
震
災
や
台
風
１２
号
な
ど
の
災
害

時
に
お
け
る
救
護
活
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
災
害
対
応
の
一
環
と
し
て
、２
月
７

日
、日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
か
ら
王
寺
町
分
区

に
救
護
資
器
材
と
し
て
ク
イ
ッ
ク
テ
ン
ト
が
貸
与

さ
れ
ま
し
た
。

ハイホーの行政番組 

午前  6時～6時30分［毎日］
『行政トピックス』の放送時間 

午前 11時30分～正午［平日のみ］

午前  9時45分～ 
午後  0時45分～ 

パブリック・インフォメーション 

［平日のみ］
FM 
81.4

西和消防署からのお知らせ 

救急 
火災 

97件
1件

97件
1件

王寺町 

西和管内（7町） 

平成26年1月の
火災・救急の出動状況 

救急 
火災 

509件
5件

509件
5件

26年累計 1月 

▲貸与されたクイックテント

　この救護資器材は、県民の皆さ
まから寄せられた社費と寄付金を
もとに購入し配備されています。

救護資器材が貸与されました 



す
く
す
く
王
寺
っ
こ
平
成
26
年
1
月
22
日
撮
影
（
10
か
月
児
健
診
に
て
）

■今月の表紙

■
 発
行
・
編
集
／
王
寺
町
役
場
・
政
策
推
進
課

〒
636-8511 

奈
良
県
北
城
郡
王
寺
町
王
寺
2丁
目
1ー
23 

tel 0745ー
73ー

2001  fax 0745ー
32ー

6447
■
 王
寺
町
役
場
 

王
寺
町
役
場
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王寺町ホームページ http://www.town.oji.nara.jp/
eメール yawaragi@town.oji.nara.jp

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用しています

のうごき 平成26年1月31日現在（前月比）
人口 23,126人（ー5） 男 10,98人（ー1） 女 12,138人（ー4） 世帯数 9,616世帯（+13）

■
 発
行
年
月
日
／
平
成
26年

3月
7日（

金
）

光介ちゃん（11か月）
光弘ちゃん（1歳）

こう すけ

みつ ひろ

▲

二人、仲良く元気に育ってね

佳穂ちゃん（11か月）
か　ほ
▲

元気いっぱい
楽しく毎日を過ごそうね

香菜ちゃん（11か月）
か　な
▲

これからも元気ですくすく育ってね

美緒ちゃん（10か月）
み　お
▲

いつもニコニコ美緒ちゃん。
大きくなったね

悠太郎ちゃん（11か月）
ゆう   た　ろう
▲

元気でやさしい、
つよい子になってね♡

樹ちゃん（11か月）
いつき
▲

元気でたくましい子に育ってね
百希ちゃん（11か月）
小百合ちゃん（8歳）

も も ね

さ　ゆ　 り

▲

姉妹いつも笑顔で仲良くね

想羽ちゃん（11か月）
瑛紀ちゃん（3歳）

そ  わ

えい き

▲

兄妹仲良く、
元気に大きくなあれ！

和弥ちゃん（11か月）
裕翔ちゃん（3歳）

かず や

ひろ と

▲

兄弟仲良く、
優しくたくましく育ってね

れんじちゃん（10か月）
あんじちゃん（2歳）

▲

２人一緒にたくましく成長してね

結都ちゃん（11か月）
瑚都ちゃん（6歳）

ゆ　と

こ　と

▲

四人兄弟、ずっと仲よしでいてね♡

未都ちゃん（9歳）
竜杜ちゃん（3歳）

み　と

りゅう と

風翔ちゃん（11か月）
ふう　と
▲

笑顔いっぱいで
すくすく大きくなってね

俊亮ちゃん（11か月）
しゅんすけ
▲

お兄ちゃん２人と仲良くね！
大好きだよ！

　さる２月２２日に開催された
「第35回太子道をたずねる集い」
の様子です。

　「太子道」とは、斑鳩から磯長御
廟までの聖徳太子ゆかりの道を指
します。
　参加された方 は々途中達磨寺に
立ち寄り、雪丸と写真を撮ったり、
おしるこを食べたりと、思い思いに
休息したのち、また再び太子道
のウォーキングを続けます。

あ
・
と
・
が
・
き

　

ど
う
も
！
今
月
か
ら
「
あ
と
が
き
」
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
コ
ウ
ち
ゃ
ん
で

す
！
見
ま
し
た
、
ソ
チ
五
輪
！
各
国
の
代

表
選
手
が
、
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
た
た
か

う
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
。

　

い
や
ー
、
す
ご
い
で
す
ね
！
私
が
特
に
印

象
に
残
っ
た
選
手
が
二
人
。
葛
西
紀
明
選
手

と
平
野
歩
夢
選
手
で
す
。

　

葛
西
選
手
は
４１
歳
。
平
野
選
手
は
１５
歳
。

４１
歳
と
い
う
年
齢
は
、
歴
代
の
五
輪
メ
ダ
ル

獲
得
選
手
の
中
で
も
、
か
な
り
上
の
方
で
す
。

　

一
方
の
平
野
選
手
の
１５
歳
で
の
銀
メ
ダ
ル

獲
得
と
い
う
記
録
も
、ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
と
い
っ
た
雪
上
の
競
技
で
は
史
上
最
年
少

だ
そ
う
で
す
。

　
「
中
年
の
星
」
と
「
少
年
の
星
」。
こ
の
二

つ
世
代
の
星
が
輝
く
こ
と
は
、
日
本
を
お
お

い
に
明
る
く
し
ま
し
た
！

　

さ
て
、
そ
れ
は
そ
う
と
私
も
日
々
、
金
の

獲
得
を
目
指
し
て
フ
ン
ト
ー
し
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
た
り
、
ス
ー
パ
ー

の
安
売
り
タ
イ
ム
セ
ー
ル
の
時
間
を
狙
っ
て

買
い
物
し
た
り
…

　

ー
っ
て
、
そ
れ
は
「
き
ん
」
じ
ゃ
な

く
て
、「
か
ね
」
や
な
い
か
ー
い
！
え
？

お
呼
び
で
な
い
？
失
礼
し
ま
し
た
ー
！

（
ス
タ
コ
ラ
サ
ッ
サ
ー
！
）

瑚乃音ちゃん（1歳）
こ　こ　ね
▲

パパ、ママは瑚乃音が
大好き！！！

望結ちゃん（1歳）
み　 ゆ
▲

いつも笑顔のみゆちゃん
元気に育ってネ


